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表
紙
に
よ
せ
て

製
作
者
の
こ
と
ば

　
油
絵
を
始
め
て
４
年
半
く
ら
い
で
す
。

も
っ
と
い
い
作
品
が
描
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

製
作
者
　
山
岡 

浩
彦 

さ
ん
（
姫
ノ
井
）

タ
イ
ト
ル
　
彫
刻
の
あ
る
部
屋

ひ
ろ
ひ
こ

　
議
会
は
、
全
員
協
議
会
の
結
果
、
一
般
質
問
の
答
弁
に
つ
い
て
行
政
改
革
を
す
る
よ
う

町
長
に
要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
町
長
は
、
２
０
２
５
年

１２
月
議
会
か
ら
、
本
会
議

場
で
の
一
般
質
問
の
答
弁
の
仕
方
を
変
え
ま
し
た
。
事
務
的
、
技
術
的
な
問
題
は
担
当
課

長
が
答
弁
し
、
政
策
的
な
も
の
や
最
終
答
弁
は
町
長
が
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
、
町
長
、
副
町
長
、
課
長
の
よ
り
一
層
の
意
識
共
有
を
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
一
般
質
問
で
「
課
長
が
答
弁
す
る
こ
と
の
意
義
」
を
整
理
す
る
と
、
深
い
行
政
運
営
上

の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
単
な
る
「
代
読
」
で
は
な
く
、
組
織
運
営
・
責
任
構
造
・
政
策
形

成
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
関
わ
る
改
革
と
な
る
か
ら
で
す
。

　
そ
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

意識改革

組織改革

意識改革

組織改革

担
当
課
長
が

答
弁

  

議
場
で

  

議
場
で

②



知
ら
な
か
っ
た
で

損
す
る
未
来
を
な
く
し
た
い
　
　

　
海
と
魚
が
大
好
き
で
、
日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
水
質
と
環
境
を
誇
る
大
月
町
へ
移
住
し
ま
し
た
。

東
京
で
は
医
療
系
国
家
資
格
を
活
か
し
、
足
病
医
学

と
呼
ば
れ
る
下
肢
に
特
化
し
た
学
問
を
、
日
本
の
医

療
従
事
者
の
方
々
へ
累
計
５
０
０
０
人
以
上
に
広
げ

て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
柏
島
で
創
業

３０
年
を
誇
る
は
や
ぶ
さ
水

産
で
真
鯛
の
養
殖
事
業
に
携
わ
り
、
新
し
い
養
殖
会

社
の
カ
タ
チ
を
目
指
し
て
、
販
路
拡
大
や
新
事
業
の

立
ち
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
の
理
念
は
「
知

ら
な
か
っ
た
で
損
す
る
人
を
減
ら
し
た
い
」。
大
月

町
に
在
住
さ
れ
て
い
る
先
輩
の
皆
様
が
育
ん
で
き
た

人
情
や
歴
史
、
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、「
知
ら
な
か

っ
た
で
損
す
る
機
会
」
を
減
ら
し
、「
知
れ
て
良
か

っ
た
！
」
と
思
え
る
よ
う
な
、
情
報
・
環
境
・
人
材
・

繋
が
り
を
創
設
す
る
一
翼
を
担
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！

長
谷
部
　
煕
之
（
橘
浦
）

ひ
ろ
ゆ
き

課長答弁の意義

組織育成

現場性

政治性

組織性

専門性

観　点 意　　　義

「政策の方向性は町長、制度の具体は課長」という役
割分担が明確になる。
担当課長は、制度・予算・現場の実態を最も正確に
把握しているので、より具体的な答弁ができる。

・

・

町政は町長だけではなく、組織全体で運営している
ことや、組織の自律性・専門性をアピールでき、行
政の信頼につながる。

・

課長が答弁することで、「担当部局が責任を持って政
策を遂行している」という姿勢を議会と住民に示せる。

・

町長答弁だけでは抽象化されがちな部分が多く、現
場を知る課長が議場で説明することで、現場の課題・
住民の声・制度運用のリアルが議会に直接伝わる。

・

課長が議会で説明責任を果たす経験は、行政組織の
力量を高める。
若手職員にとっても、課長の答弁姿勢は学びのモデ
ルになり組織の持続可能性を高める。

・

・

みんなの
広  場
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改修が進む田代川

緊
急
自
然
災
害
防
止

　
　
田
代
川
河
川
の
改
修

６
９
７
０
万
円
に
町
債
を

あ
て
る
理
由
は
。

・
　
大
月
町
内
の
町
管
理

河
川
は
、
河
川
法
に
準
じ

る
河
川
で
は
な
い
の
で
、

国
の
補
助
金
等
を
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
回
利
用
し
た
緊
急
自
然

災
害
防
止
事
業
債
は
、
元

利
償
還
に
対
し
て

７０
％
の

交
付
税
措
置
が
あ
り
ま
す
。

庁
舎
駐
車
場
整
備
工
事

　
　
駐
車
場
は
庁
舎
北
側

に
整
備
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
誰
の
土
地
で
、
何
台

駐
車
で
き
、
ど
う
整
備
す

る
の
か
。

・
　
借
地
で
す
。
新
た
に

１８
台
駐
車
で
き
る
予
定
で
、

石
は
ね
し
な
い
プ
ラ
イ
ム

コ
ー
ト
等
の
処
理
を
し
て
、

駐
車
場
の
整
備
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
気
契
約
違
約
金

　
　
解
約
違
約
金
は
変
更

先
会
社
か
ら
補
填
さ
れ
る

そ
う
だ
が
、
契
約
変
更
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
四
国
電
力
か
ら
日
本

エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ー
ム
に

切
り
替
え
る
と
４
５
０
万

円
程
度
の
削
減
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
本
州
四
国
連

絡
高
速
道
路
株
式
会
社
、

国
立
病
院
機
構
四
国
が
ん

セ
ン
タ
ー
等
の
実
績
も
あ

り
、
契
約
し
ま
し
た
。

移
住
定
住
希
望
者
住
宅
改

修
事
業
費
補
助
金

　
　
７
年
度
は

１０
戸
近
く

が
希
望
さ
れ
て
い
る
と
理

解
し
て
い
い
か
。

　
　
そ
の
と
お
り
で
す
。

現
在
５
か
所
、
見
込
ま
れ

る
も
の
が
追
加
で
５
か
所
、

計
１０
か
所
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問答問答

問答

問答

質疑

一般会計補正予算の主な
取り組みについて、質問
と答弁を報告します。大月病院

大月町簡易水道

大月町漁業集落排水処理

一般会計予算

款

土木費

総務費

9793万円

297万円

192万円

△1340万円

43万円

△2261万円

58億0706万円

3億7403万円

7億5400万円

9億0373万円

1億1265万円

8億9249万円

補正額 主な取り組み

緊急自然災害防止事業

庁舎駐車場整備工事

電気契約違約金

移住定住希望者住宅
改修事業費補助金

金　額補正後の予算額

収益的収支補正額

収  入 支  出 収  入 支  出

資本的収支補正額

特別養護老人ホーム

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

給与等集中処理

特 

別 

会 

計

6970万円

130万円

200万円

250万円

事 業 会 計

0円

675万円

68万円

1500万円

675万円

68万円

0円

0円

0円

0円

10万円

0円

12月補正予算 一般会計補正　主な取り組み

すべて

可決
12月

定例会

期　　間：12月11日～17日

提出議案：補正予算9件、条例15件
　　　　　その他2件

報　告　等：報告3件、委員会報告1件
　　　　　陳情3件
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※議場での発言内容を重視し、
　ほぼ原文そのままで掲載しています。

　
　
　
　
　
機
構
改
革
を
進
め
て
い
た
だ
く
の
は
非
常
に
良

い
と
思
い
ま
す
。
町
民
に
寄
り
添
っ
た
形
で
、
窓
口
を
一
本

化
す
る
と
い
う
１
つ
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
本
当
に
ち
ょ
っ
と
し
た
不
安
材
料
、

ち
ょ
っ
と
し
た
質
問
、
ち
ょ
っ
と
し
た
解
決
策
を
求
め
た
と

き
に
、
そ
っ
と
そ
ば
に
い
る
の
が
長
寿
政
策
課
の
立
ち
位
置

だ
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
、
事
務
的
な
部
分
に
関
し
て
は
、

本
庁
に
移
ろ
う
が
良
い
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
高
齢
者

の
方
に
寄
り
添
っ
た
形
の
業
務
を
す
る
中
で
、
病
院
と
、
社

協
と
、
し
っ
か
り
と
連
携
を
取
る
、
そ
こ
が
一
番
長
寿
政
策

課
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の

統
合
云
々
に
関
し
て
は
、
も
う
一
度
、
町
民
の
立
場
に
立
っ

た
形
の
メ
リ
ッ
ト
、
こ
こ
を
最
優
先
事
項
と
し
て
、
今
一
度

考
え
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
１
つ
目
は
、
３
年
前
に
長
寿
政
策
課

を
作
っ
た
ば
か
り
。
何
の
反
省
も
な
く
課
を
廃
止

す
る
の
は
、
見
通
し
の
甘
さ
が
あ
る
。

　
２
つ
目
、
長
寿
政
策
課
の
目
的
、
高
齢
者
を
大

切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
弱
ま
る
危
険
性
が
あ
る
。

　
３
つ
目
、
住
民
は
大
月
病
院
か
ら
本
庁
へ
動
く

方
も
多
く
、
住
民
に
と
っ
て
不
便
に
な
る
可
能
性

も
高
い
。

　
４
つ
目
、
議
員
に
課
設
置
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

口
頭
説
明
だ
け
で
内
容
の
説
明
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

不
誠
実
な
態
度
で
あ
る
。

　
以
上
の
理
由
で
、
も
う
一
度
仕
切
り
直
し
、
再

提
案
を
求
め
る
た
め
に
反
対
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
こ
の
機
構
改
革
と
い
う
の

は
も
う
数
年
に
渡
っ
て
行
っ
て
こ
ら
れ

た
改
革
で
す
。
町
民
の
利
便
性
が
一
番

先
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
は
減
り
ま
す
、
で
も
役
場
の
職
員

の
仕
事
は
、
量
は
減
っ
て
も
、
町
民
が

減
ろ
う
が
同
じ
こ
と
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
提
案
は
、
全
員
協
議
会

の
説
明
で
私
は
十
分
で
あ
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
と
に
か
く
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
怠
ら
ぬ
よ
う
に
、
将
来
は
職
員
も
減

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
向
け
て
、

機
構
改
革
と
い
う
の
は
続
け
て
い
か
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
人
員
の
問
題
と
か
、

人
口
減
少
の
問
題
と
か
、
そ
う
い

っ
た
も
の
を
長
期
的
に
見
た
と
き

に
は
、
段
階
を
経
て
、
機
構
改
革

と
い
う
の
は
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
お
ろ
そ
か

に
な
る
と
い
う
部
分
は
、
職
員
が

全
力
で
カ
バ
ー
し
て
い
く
と
い
う

と
こ
ろ
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
こ
だ

け
見
れ
ば
確
か
に
住
民
が
ち
ょ
っ

と
不
便
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は
生

じ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
総
合

的
に
見
れ
ば
、
必
要
な
こ
と
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　長寿政策課を廃止し、その業務を本庁の住民課、健康福祉課に分担させる「大月
町課設置条例の一部を改正する条例」の提案について、反対・賛成の討論がありま
した。

谷　中田　依岡　松田　笹木　新谷　安岡（利） 米谷　浦木

米
谷
議
員

浦
木
議
員

谷
議
員

中
田
議
員

長寿政策課長寿政策課

賛　成 反　対

病院・社協との連携が大事

見通しの甘さがある

検討されてきた結果

長期的視点で必要

長寿政策課廃止 の是非を問う

⑤



　
議
会
は
、
全
員
協
議
会
を
も
っ

て
行
政
の
説
明
を
聞
き
、
本
会
議

で
以
下
の
条
例
を
可
決
し
値
上
げ

を
了
承
し
ま
し
た
。

◆
水
道

○
大
月
町
簡
易
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◆
ご
み

○
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◆
下
水
道

○
大
月
町
漁
業
集
落
排
水
処
理
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
い
ず
れ
の
条
例
も
、
令
和
８
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

現状と値上げの理由

水
　
道

　下のグラフ（水道基準外繰入金予想（単位：
万円））で示しているように、繰入金は年々膨
らみ、令和１６年度には１億円を超え町財政が
圧迫されると予想されます。そのため、今回２
０００万円くらい解消を図るための値上げです。

なぜ、値上げなのか。

・３年に１度、水道審議会で
　審議しています。

基本料金は

　  税込み1700円に【基準外繰入金とは】

　収入を費用にあてても不
足する金額を、町の予算で
補った繰入金のことです。

0
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12000

7478 7695 7994 8414
91799179 9451 9687 9989 10334

令
和

8年
度

令
和

9年
度

令
和

10
年

度

令
和

11
年

度

令
和

12
年

度

令
和

13
年

度

令
和

14
年

度

令
和

15
年

度

令
和

16
年

度

水道基準外繰入金予想
（単位：万円）

値上げ案受け入れる

生
活
イ
ン
フ
ラ
、ど
う
守
る
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▼　本町職員が運転する公用車と一般車両が衝突し、車両を破損
　　させたため、損害賠償金３４万６１９６円を支払う。

▼　本町職員が草刈り作業時、隣地のエアコン室外機を破損させたため、
　　損害賠償金１３万６０７０円を支払う。

▼　消防公用車が建物に接触し破損させたため、

　　損害賠償金１５万７００円を支払う。

報
告 

専
決
処
分

下
水
道

ご
　
み

0

500

1000

1500

2000

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

令
和

10
年

度

令
和

11
年

度

令
和

12
年

度

令
和

13
年

度

令
和

14
年

度

令
和

15
年

度

令
和

16
年

度

1,3791,3671,3411,315
1,479

1,560
1,379

1,217
1,3671,3411,3151,2881,2811,256

1,479
1,560

種類 サイズ等 改正前料金

1200円

800円

900円

600円

200円

300円

60円

1600円

1200円

1200円

800円

300円

400円

80円

改正後料金

可燃物
専用ごみ袋
（乳白色）

分別収集
専用ごみ袋
（透明）

粗大ごみ

持込ごみ
（粗大ごみ）

大（45L）
20枚入り

小（30L)
20枚入り

大（45L）
20枚入り

小（30L)
20枚入り

極小（15L)
10枚入り

証票5枚綴

10㎏

11～20裙

21～50裙

51裙以上

120円

150円

200円

1730円家庭用

基本料金
10裙用途

超過料金
1裙につき�

ごみ価格表（税込み）

下水道改定料金（税込み） 下水道基準外繰入金予想（単位：万円）

ごみ処理費用及び施設
維持修繕費用の増加に
よる料金改定。

※令和６年度から
　新たに追加

※令和７年度から
　新たに追加

※世帯人数による水洗
化料金を廃止し、基
本料金と超過料金の
二部料金制に変更。

水道・ごみ・下水道

⑦



◆
人
事
院
勧
告
に
よ
る
も
の

▼
　
大
月
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
　
大
月
町
一
般
職
に
属
す
る
技
能
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆
給
与
の
改
定
等

▼
　
特
別
職
の
職
員
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条

例
・
　
町
長
給
与
１
０
０
分
の

２０（
３
か
月
）、
副

町
長
給
与
１
０
０
分
の

１０（
１
か
月
）減
給

▼
　
大
月
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
　
一
般
職
給
与
の
改
定
を
鑑
み
、
引
上
げ
改

定

▼
　
大
月
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
　
県
と
同
様
に
期
末
手
当
を
０
・

０５
月
引
上
げ

▼
　
町
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に

旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
　
県
と
同
様
に
期
末
手
当
を
０
・

０５
月
引
上
げ

◆
そ
の
他

▼
　
大
月
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
　
長
寿
政
策
課
を
廃
止

▼
　
大
月
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
　
大
月
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
　
農
業
委
員
会
の
事
務
局
の
兼
任
職
員
４
名
へ

▼
　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
新
規

▼
　
大
月
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
整
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◆
廃
止

▼
　
大
月
町
簡
易
水
道
施
設
の
管
理
並
び
に
運
営

に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
地
区
使
用
者
代
表

に
委
託
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

 P6で解説

▼
　
大
月
町
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
条
例

▼
　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
　
大
月
町
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例

　
　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大月町役場

　
職
員
の
固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
、
施
設
利

用
料
の
不
適
切
な
事
務
処
理
な
ど
が
あ
っ
た
た

め
、
職
員
を
戒
告
・
訓
告
・
厳
重
注
意
と
し
、

令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
町
長
給
与
を
３
か
月

間
・
１
０
０
分
の

２０
を
減
給
、
副
町
長
給
与
を

１
か
月
間
・
１
０
０
分
の
１
０
を
減
給
す
る
条

例
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
町
長
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
共
通

の
原
因
と
し
て
、
任
せ
た
側
の
職
員
の
責
任
、

そ
れ
を
受
け
た
側
の
職
員
の
責
任
が
貫
か
れ
て

い
な
い
組
織
的
な
問
題
が
あ
っ
た
と
し
、
今
後
、

組
織
改
革
、
意
識
改
革
な
ど
の
改
革
を
図
り
な

が
ら
住
民
の
信
頼
を
回
復
し
て
い
き
た
い
、
と

説
明
し
ま
し
た
。

　
議
会
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
絶
対
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
、
今
後
の
改
革
に
期
待
す
る
と
し
て

可
決
し
ま
し
た
。

町
長
・
副
町
長
減
給
議
案

条
　
例
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　提言内容

　「道の駅大月」は大月町の経済の中枢にあるという
ことを念頭に置き、人口減少や各産業分野の担い手不
足に直面している今こそ、持続可能なまちづくりが必
要である。よって、今後計画する改修は、今日の活性
化に繋げる起爆剤としなければならない。このことを
踏まえ下記の提案をする。

①交通量から立ち寄り率を算出し、道の駅の規模、売
り上げ等の可能性を把握すること。規模や可能性に
ついての根拠のない改修とならぬよう、あらゆる手
段を講じて交通量の調査を行うことが必要不可欠で
ある。その交通量から立ち寄り率を算出し、道の駅
においての集客や売上の可能性を把握した上で改修
すること。

②購買促進につながる動線とすること。
③加工場を精一杯活用すること。
④充実した環境に努めること。
⑤大月町の歴史・文化・産業・人物を紹介するコーナ

ーを設けること。
道の駅とおわ

産業建設常任委員会　結審

　産業建設常任委員会は、
「地域経済活性化」を目

標に先進地「道の駅とお
わ」を視察し、計５回の
会合を開いて以下の提言
を提出しました。

地域経済活性化

そ　の　他 陳　　情

▼
　
緊
自
債
第
１
号
普
通
河
川
田
代
川
（
馬

路
１
号
橋
）
河
川
改
修
工
事
請
負

契
約
の
変
更

・
　
ク
レ
ー
ン
搬
入
の
変
更
等
に
よ

る
経
費
２
２
１
７
万
６
０
０
０

円
を
計
上
。

▼
　
四
万
十
市
及
び
宿
毛
市
と
の
定
住

自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
の

一
部
を
変
更

・
　
食
肉
セ
ン
タ
ー
を
核
と
す
る
畜

産
振
興
と
雇
用
の
場
の
維
持
・

拡
大
を
規
定
。

▼
　
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
レ
プ
リ
コ

ン
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
）
接
種
事
業

中
止
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳

情

▼
　
大
月
町
情
報
公
開
条
例
、
大
月
町

情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
の
更
新

を
求
め
る
陳
情

▼
　
臓
器
移
植
に
関
わ
る
不
正
な
臓
器

取
引
や
移
植
目
的
の
渡
航
等
を
防

止
し
、
国
民
が
知
ら
ず
に
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

の
環
境
整
備
等
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
陳
情

・
　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託
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　議会の仕事のひとつに、町長の仕事のチェックが
あります。そのためには、議員が束になって「議
会」として「町長」に向き合わないと、チェック機
能は充実しません。

議会の仕事

　議員が束になるためには、何が必要でしょうか。
私たちは、議員が共に学ぶことを通して束になろう
としています。

　令和６年９月、新しい議員が５名誕生しました。
　これを機に、「一般質問」の作り方、議場でのや
り取りの仕方、「当初予算」の分析、「補正予算」の
分析と計４回の学習会を実施してきました。

　議員間の距離がぐっと縮まりました。

議員が束になる

　人口減少対策、働く場の確保、福祉の充実、教育
対策、観光振興、環境を守るなど大月町には解決し
なければならない課題がたくさんあります。町民の
ために議員が意識改革をして、「議会」としてまと
まり、町長に対してチェック機能を強化していきま
す。

町民のために

議会のあれこれ

議会として束になる

⑩



米谷　勝市　議員

【生活インフラ】高齢者・免許返納後のインフラ要望

【こども支援】クラブ活動　部費一律化

松田　照代　議員

【道の駅】道の駅は何を大切にすべきか

【防災対策】住民への応急手当の推進を

浦木　秀雄　議員

【ホテル】再建に向けて進捗状況は

【社　協】経営改善の進捗状況は

笹木　章弘　議員

【荒廃地】農地整備事業の進捗は

【国道321号歩道】歩道工事の進捗は

新谷　伸　議員

【命を守る】ＡＥＤの設置は

【福　祉】授乳室の設置は

安岡　利治　議員

【産業振興】集落組織自立支援は

【防災対策】防火対策の現状は

 P12

 P14

 P15

 P16

 P17

 P13

 P12

 P14

 P15

 P16

 P17

 P13

一般質問 今定例会は６名でした。
議員それぞれの、着眼
点の違いに注目です。
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令
和
７
年
１
月
か

ら
１０
月
末
ま
で
の
高

知
県
警
管
轄
内
の
運
転
免

許
返
納
者
は
１
７
０
３
名
。

最
高
齢
は
男
性
で
９９
歳
。

警
視
庁
に
よ
る
と
令
和
６

年
度
は
４２
万
７
９
１
４
名

の
方
が
自
主
返
納
。
人
口

動
態
に
よ
り
年
々
減
っ
て

は
き
て
い
る
も
の
の
、
年

齢
層
は
高
止
ま
り
。
こ
の

社
会
問
題
に
対
し
今
後
、

ど
の
よ
う
な
施
策
ま
た
は

検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

　
運
転
に
不
安
を
感

じ
な
が
ら
、
そ
れ
で

も
必
要
で
あ
る
か
ら
と
運

転
を
継
続
す
る
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
の
現
状
を
課
題
と

と
ら
え
、
こ
れ
ま
で
試
験

的
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運

行
や
、
ま
ち
な
か
バ
ス
の

運
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
交
通
手
段
の
確

保
と
し
て
十
分
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
自
主
返
納
を
推

進
し
て
い
く
に
は
ま
だ
ま

だ
課
題
が
あ
り
、
免
許
返

納
後
の
安
全
な
交
通
手
段

の
確
保
を
、
今
後
も
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
模

索
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
事
故
が
あ
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
。
高
齢

者
が
安
全
に
暮
ら
す
上
で

の
交
通
網
と
し
て
施
策
を

し
っ
か
り
と
打
ち
出
す
考

え
は
あ
る
か
。

　
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
金
額
差
が
生
じ
て

い
る
ク
ラ
ブ
活
動
の

部
費
を
一
律
に
な
る
よ
う

対
策
や
予
算
組
み
を
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

　
学
校
内
に
お
い
て

部
活
動
顧
問
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
で
話
し
合
っ

て
、
各
部
で
決
め
て
い
る

こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
学

校
へ
の
全
般
的
な
予
算
支

援
は
教
育
委
員
会
と
し
て

精
一
杯
行
っ
て
い
ま
す
。

金
額
差
が
生
じ
て
い
る
こ

と
へ
の
対
策
や
、
予
算
組

み
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ

れ
は
学
校
長
が
学
校
運
営

の
中
で
行
う
こ
と
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
が
細
か
く
予

算
組
み
を
行
う
考
え
は
今

の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　
生
徒
数
減
少
に
伴

い
、
部
活
動
を
、
ど

の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く

の
か
。　

こ
の
こ
と
は
大
月

中
学
校
の
み
な
ら
ず
、

ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
抱
え

て
い
る
大
き
な
課
題
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問

題
は
学
校
運
営
上
の
課
題

で
す
。
ま
ず
は
学
校
長
を

中
心
に
、
学
校
内
で
部
活

動
を
ど
う
し
て
い
く
の
か

を
生
徒
や
保
護
者
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
考
え
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

部活に励むこどもたち

問答

問答

　
も
う
す
で
に
町
民

は
声
を
あ
げ
て
い
る

が
町
長
の
耳
に
は
入
っ
て

い
な
い
の
か
。

　
私
の
と
こ
ろ
に
そ

う
い
う
案
件
の
問
い

合
わ
せ
は
来
て
い
ま
せ
ん
。

　
本
年
３
月
、
国
土

交
通
省
か
ら
交
通
空

白
解
消
緊
急
対
策
事
業
に

つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た
。

交
通
弱
者
対
策
と
し
て
高

齢
者
が
移
動
し
な
く
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
の

生
活
イ
ン
フ
ラ
構
築
の
考

え
は
あ
る
か
。

　
今
後
担
当
課
と
進

め
方
か
ら
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 問答

問答

問答

問答

米谷　勝市 議員米谷　勝市 議員

生活インフラ

高齢者・免許返納後のインフラ要望
　私のところに要望は来ていない／町長

一　般　質　問

こ
ど
も
支
援

ク
ラ
ブ
活
動
部
費
一
律
化

　
　
　
考
え
て
い
な
い
／
教
育
長

⑫



身
近
な
物
で
代
用
で
き
る
応
急
手
当

　
大
月
町
に
は
昔
か

ら
伝
承
さ
れ
て
き
た

郷
土
料
理
が
あ
る
。
し
か

し
、
高
齢
化
に
よ
り
、
昔

か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
郷

土
料
理
を
作
れ
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
今
、

消
滅
危
機
に
あ
る
こ
の
郷

土
料
理
を
次
世
代
に
繋
げ

て
い
く
よ
う
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
仕
組
み
作
り
や

支
援
策
を
講
じ
て
は
。

　
本
町
の
魅
力
あ
る

郷
土
料
理
は
次
世
代

に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
官
民
一
体
と
な
っ

た
仕
組
み
作
り
や
支
援
策

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関

係
機
関
と
も
協
議
検
討
し
、

次
世
代
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
道
の
駅
に
は
公
園

が
あ
る
。
春
に
は
桜
、

冬
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
楽
し
め
る
。
し
か
し
、

そ
の
時
期
に
な
ら
な
い
と

整
備
さ
れ
な
い
。
地
域
の

多
機
能
拠
点
の
一
つ
と
し

て
安
心
し
て
様
々
な
世
代

が
散
策
し
た
り
遊
べ
る
公

園
と
し
て
、
普
段
か
ら
整

備
し
て
お
く
べ
き
と
考
え

る
が
。　

大
月
町
ふ
る
さ
と

振
興
公
社
が
、
指
定

管
理
者
と
し
て
草
刈
や
除

草
作
業
を
事
業
者
に
委
託

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
道

の
駅
管
理
運
営
は
、
財
政

的
に
も
厳
し
く
公
園
規
模

も
大
き
い
た
め
行
き
届
か

な
い
所
も
あ
り
ま
す
。
観

光
客
を
含
む
様
々
な
世
代

が
集
い
楽
し
め
る
施
設
と

し
て
、
ま
た
来
た
い
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
と
も

管
理
の
あ
り
方
を
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　

道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
は
様
々
な
制
約

が
あ
る
と
思
う
。
改
修
す

る
事
が
目
的
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
大
月
町
の
道

の
駅
は
、
何
を
大
切
に
す

る
べ
き
か
町
長
の
想
い
は
。

　
道
の
駅
は
大
月
町

の
地
域
産
業
の
中
核

と
し
て
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
地
域
発
展
の
た
め

の
地
域
貢
献
を
し
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
大
切
な
こ

と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

綺麗に整備された公園

　
発
災
直
後
、
救
急

隊
が
到
着
で
き
な
い

場
合
の
住
民
や
自
主
防
災

組
織
、
医
療
機
関
と
の
連

携
は
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
仕
組

み
か
。　

連
携
の
仕
組
み
に

つ
き
ま
し
て
は
、
消

防
大
月
分
署
か
ら
各
地
区

消
防
団
に
初
動
対
応
を
要

請
す
る
と
い
っ
た
形
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
よ
う
な
も
の
は
現

在
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
住
民
が
み
ず
か
ら

応
急
手
当
、
心
肺
蘇

生
、
止
血
等
を
行
え
る
よ

う
備
え
て
い
く
こ
と
で
、

助
か
る
命
も
あ
る
。
一
つ

の
命
を
守
っ
て
い
く
た
め
、

自
主
防
災
組
織
、
退
職
し

た
医
療
従
事
者
と
連
携
し
、

地
域
な
ど
で
応
急
手
当
の

訓
練
を
推
進
し
て
い
く
考

え
は
。　

現
在
消
防
大
月
分

署
で
は
、
消
防
団
員
、

役
場
職
員
、
各
地
区
住
民

な
ど
、
様
々
な
分
野
の
方
々

に
応
急
処
置
講
習
等
を
受

け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

重
要
性
を
広
く
周
知
す
る

た
め
、
引
き
続
き
広
報
等

で
講
習
に
つ
い
て
も
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

問答

問答

問答

問答

問答

松田　照代 議員松田　照代 議員

道の駅

道の駅は何を大切にすべきか
　　地域貢献が何より大切／町長

防災対策

住民への応急手当の推進を
　広報等で
　　　発信していく／町長

大月町のここを聞く

⑬



浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

　
新
た
な
指
定
管
理

者
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
協
議
も
最
終
段
階

に
来
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
明
け
に
は
ご
報
告
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
ベ
ル
リ
ー

フ
大
月
再
建
の
た
め

の
改
善
点
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
は
建
物
の
構
造
上

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
風
呂
は

そ
の
ま
ま
使
い
、
厨
房
の

水
回
り
は
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
わ
た
し
の
提
案
し

た
ほ
か
の
改
善
点
は
。

　
運
営
体
制
強
化
、

競
争
力
の
あ
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
経
営

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に

つ
い
て
の
ご
提
案
に
つ
き

ま
し
て
は
、
次
期
指
定
管

理
者
に
お
い
て
実
施
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
回
ご
提
案
が
あ
っ
た
こ

と
は
次
期
指
定
管
理
者
に

お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
元
産
備
長
炭
と

天
然
ア
ロ
マ
を
活
用

し
た
森
の
炭
香
ア
ロ
マ
炭

パ
ッ
ク
の
開
発
・
販
売
を

目
指
し
て
は
ど
う
か
。

　
今
後
、
地
域
経
済

対
策
を
進
め
て
い
く

上
で
非
常
に
参
考
と
な
る

ご
提
案
で
あ
り
、
そ
の
他

に
も
大
月
町
の
誇
る
土
佐

備
長
炭
を
活
用
し
た
、
本

町
な
ら
で
は
の
商
品
開
発

や
、
そ
の
仕
組
み
づ
く
り

が
で
き
な
い
か
な
ど
、
本

提
案
事
業
の
主
と
な
る
備

長
炭
生
産
組
合
と
も
協
議
・

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問答

問問

問

答

答答

　
伴
走
支
援
な
ど
、

経
営
改
善
計
画
の
作

成
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　
町
が
支
援
を
検
討

し
て
い
く
上
で
、
経

営
改
善
計
画
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
も
認
識
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

伴
走
支
援
を
昨
年
度
や
り

ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
な

効
果
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
税
理
士
や
高
い
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
し
た
介
護
保

険
事
業
に
特
化
し
た
コ
ン

サ
ル
に
社
協
の
多
岐
に
わ

た
る

１８
事
業
全
体
を
見
て

い
た
だ
か
な
い
と
、
な
か

な
か
経
営
改
善
に
は
繋
が

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

現
在
そ
の
検
討
を
し
て
い

ま
す
。

　
と
も
に
考
え
て
、
改
善

し
て
い
き
た
い
と
い
う
の

が
、
本
町
の
考
え
で
す
。

問答

開業が待たれるベルリーフ大月

備長炭をさらに価値のあるものに

一　般　質　問

地域経済対策

「森の炭香」事業化を
　備長炭生産組合と協議・検討／町長

ホ
テ
ル

再
建
に
向
け
て
進
捗
状
況
は

　
最
終
段
階
に
来
て
い
る
／
町
長

社
協経

営
改
善
の
進
捗
状
況
は

　
現
在
は
検
討
中
で
す
／
町
長

⑭



⑮

笹木　章弘 議員笹木　章弘 議員

　
本
村
地
区
水
田
基

盤
事
業
に
つ
い
て
、

６
月
議
会
で
質
問
し
て
以

来
６
ヶ
月
経
過
し
た
。
そ

の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　
県
と
の
協
議
及
び

農
地
中
間
管
理
機
構

へ
の
確
認
の
結
果
、
農
地

中
間
管
理
権
の
設
定
に
は
、

整
備
予
定
の
全
て
の
土
地

が
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
農
用
地
区
域
に
設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
農

業
委
員
会
が
管
理
す
る
農

地
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
事
が
必
要
で
あ
る
と
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
を
受
け
、
現
在
産
業
振

興
課
で
そ
の
要
件
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
を
一
筆
一

筆
確
認
作
業
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問答

　
そ
の
筆
数
と
集
計

の
期
間
は
。

　
最
終
集
計
は
出
来

て
い
ま
せ
ん
が
、
約

９０
筆
ほ
ど
と
思
わ
れ
ま
す
。

年
内
に
は
確
認
作
業
を
完

了
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 問答

問答
　
３
２
１
号
線
の
歩

道
工
事
進
捗
状
況
は
。

　
現
在
未
改
良
の
４

工
区
の
う
ち
、
泊
浦

分
岐
点
付
近
の
工
区
に
つ

い
て
は
、
一
部
用
地
交
渉

が
ま
と
ま
り
、
本
年
度
用

地
買
収
が
完
了
し
、
来
年

度
か
ら
改
良
工
事
を
実
施

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
高
知
県
大

月
出
張
所
か
ら
、
大
月
ハ

イ
ヤ
ー
付
近
に
つ
い
て
は

一
部
用
地
交
渉
が
ま
と
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
他
の
２
工
区
に
つ
い
て

は
関
係
者
と
の
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

３０年ほど耕作されていない圃場

拡張が待たれる国道

荒廃地

農地整備事業の進捗は
　要件に該当するか調査中／町長

大月町のここを聞く

国
道
３
２
１
号
歩
道

歩
道
工
事
の
進
捗
は

　
　
　
一
部
は
交
渉
完
了
／
町
長



新谷　伸 議員新谷　伸 議員

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
設
置
は
民

間
も
含
め
２９
か
所
に
な
っ

て
い
る
が
、
法
的
に
義
務

は
な
い
が
町
と
し
て
の
設

置
基
準
は
あ
る
の
か
。

　
町
が
設
置
し
て
い

る
も
の
は

１５
か
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し

て
の
設
置
基
準
は
現
在
定

め
て
い
ま
せ
ん
。
不
特
定

多
数
が
集
ま
る
公
共
施
設

や
観
光
施
設
、
高
齢
者
が

多
く
利
用
す
る
福
祉
施
設
、

介
護
施
設
な
ど
の
誰
で
も

す
ぐ
わ
か
る
場
所
に
わ
か

り
や
す
い
表
示
を
す
る
な

ど
し
て
、
職
員
な
ど
へ
の

救
命
講
習
な
ど
も
行
っ
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
設
置
し
て
い

な
い
地
区
に
設
置
す

る
考
え
は
。

　
必
要
な
と
こ
ろ
は

再
度
検
討
し
て
設
置

す
る
形
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
常
点
検
は
ど
う

し
て
い
る
か
。

　
日
常
点
検
は
、
機

種
に
よ
り
多
少
異
な

り
ま
す
が
職
員
に
よ
る
目

視
や
契
約
会
社
の
リ
モ
ー

ト
に
よ
る
点
検
を
し
、
消

耗
品
も
交
換
時
期
に
契
約

会
社
か
ら
郵
送
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
都
度
職
員
が
カ

バ
ー
を
開
け
交
換
し
て
そ

の
際
も
異
常
が
な
い
か
確

認
を
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
と
か
応
急
手
当
に

使
え
る
三
角
巾
の
追
加
の

考
え
は
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す

る
際
、
女
性
に
対
し

て
電
極
パ
ッ
ド
を
貼
り
付

け
る
場
合
に
、
肌
を
露
出

し
て
し
ま
う
た
め
救
命
措

置
を
す
る
側
も
躊
躇
し
て

し
ま
う
こ
と
で
、
女
性
へ

使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
低

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
角
巾
は
手
軽
に
準
備
で

き
る
も
の
で
あ
る
上
、
様
々

な
活
用
も
で
き
る
の
で
、

設
置
に
む
け
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

問答

問答

問答

　
幡
多
管
内
の
道
の

駅
に
は
、
授
乳
室
が

少
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
お
い
て

産
後
の
母
親
が
安
心
し
て
、

搾
乳
、
授
乳
が
で
き
る
授

乳
室
の
設
置
の
考
え
は
。

　
本
町
の
道
の
駅
に

は
授
乳
室
は
設
置
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
道
の
駅
に
は
小
さ
な
お

子
様
連
れ
も
多
く
訪
れ
る

こ
と
か
ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
合
わ
せ
て
設
置
す
る

方
向
で
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
庁
舎
内
で
の
授
乳

場
所
は
。

　
庁
舎
１
階
女
子
用

ト
イ
レ
の
手
洗
い
場

奥
に
、
使
用
さ
れ
る
方
が

見
え
な
い
よ
う
に
カ
ー
テ

ン
で
仕
切
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
に
、
お
む
つ
交
換
台
と

授
乳
用
ベ
ン
チ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

問答

問答

庁舎内ＡＥＤ

リニューアルを待つ道の駅

一　般　質　問

命を守る

ＡＥＤの設置は
　必要なところは再度検討／町長

福
祉授

乳
室
の
設
置
は

 
　
設
置
を
検
討
し
た
い
／
町
長

⑯



持続可能な農業を

地
域
防
災
の
拠
点

安岡　利治 議員安岡　利治 議員

　
農
業
に
興
味
が
あ

る
協
力
隊
の
募
集
等

に
よ
り
、
集
落
営
農
に
従

事
で
き
る
人
材
確
保
へ
の

協
力
体
制
は
取
れ
な
い
か
。

　
森
の
里
と
も
協
議

を
行
い
、
担
当
課
と

も
相
談
し
な
が
ら
、
雇
用

形
態
や
協
力
隊
の
あ
り
方
、

そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
卒
業

後
の
関
係
性
等
、
森
の
里

と
の
綿
密
な
協
議
の
場
を

設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
と

し
て
地
区
内
に
金
網

の
包
囲
網
を
設
置
し
て
い

る
が
、
経
年
に
よ
る
老
朽

化
と
鳥
獣
密
度
の
増
加
に

よ
り
、
作
物
へ
の
被
害
は

深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
こ

う
し
た
現
状
へ
の
対
応
は
。

　
防
護
柵
設
置
後
の

管
理
や
修
繕
等
に
つ

い
て
も
地
区
で
行
っ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
県
が
Ｊ
Ａ

に
配
置
し
て
い
る
鳥
獣
被

害
対
策
専
門
員
か
ら
の
指

導
を
受
け
、
被
害
の
多
い

付
近
に
監
視
カ
メ
ラ
の
設

置
や
、
狩
猟
免
許
を
持
っ

て
い
る
組
合
員
で
罠
や
捕

獲
檻
の
設
置
等
、
鳥
獣
対

策
を
関
係
機
関
と
共
に
実

施
予
定
で
す
。

　
春
遠
地
区
以
外
で

組
織
の
設
立
へ
の
取

り
組
み
の
考
え
は
な
い
か
。

　
今
後
本
町
で
の
農

業
の
維
持
を
図
る
た

め
に
は
、
農
業
経
営
の
組

織
化
・
法
人
化
を
促
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
も
う
１
か
所
く

ら
い
は
欲
し
い
の
で
、
可

能
な
地
区
に
出
向
い
て
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問答

問答

問答

問答

　
本
町
に
お
け
る
消

防
団
員
の
定
数
及
び
、

現
団
員
数
は
。

　
大
月
町
消
防
団
員

の
定
数
は
、
２
５
３

人
、
条
例
に
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
団
員
数
は
、

２
２
７
人
（
女
性
７
人
）

で
す
。　

消
防
団
員
確
保
の

た
め
の
募
集
活
動
は
。

　
県
消
防
協
会
の
補

助
事
業
を
活
用
し
、

募
集
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ

シ
等
を
作
成
し
公
共
施
設

や
各
地
区
へ
配
布
・
掲
示

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

不
定
期
で
の
広
報
に
よ
る

募
集
や
、

１８
部
の
分
団
長
・

副
分
団
長
を
中
心
に
、
人

材
の
発
掘
を
行
い
柔
軟
な

確
保
体
制
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
団
員
の

確
保
は
年
々
厳
し
い
状
況

で
す
。　

各
消
防
団
の
消
火

活
動
に
必
要
と
な
る

防
火
水
槽
の
設
置
状
況
、

消
火
栓
等
の
恒
常
的
な
点

検
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
防
火
水
槽
は
、
町

内
各
地
区
に

２０
ト
ン

用
５３
基
、

４０
ト
ン
用
７
基
、

計
６０
基
の
設
置
で
す
。
消

火
栓
は
、
地
上
式

２４
個
、

地
下
式
１
４
１
個
の
計
１

６
５
個
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
点
検
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
消
防
大
月
分
署
職

員
が
各
地
区
に
点
検
に
回

り
、
外
観
や
水
圧
の
チ
ェ

ッ
ク
、
非
常
時
の
活
動
に

支
障
が
無
い
か
点
検
を
行

い
、
各
消
防
団
と
共
有
し

て
い
ま
す
。

問答

問答

大月町のここを聞く

産業振興

新たな集落営農組織の設立は
　地区に出向いて進めていきたい／町長

防
災
対
策

消
防
団
員
の
確
保
は

　
　
　
年
々
厳
し
い
状
況
／
町
長

⑰



編 

集 

委 

員

　
委
　

員
　

長
　
浦
木
　
秀
雄

　
副
委
員
長
　
依
岡
　
一
生

　
委
　
　
員
　
米
谷
　
勝
市

　
　
　
　
　
　
笹
木
　
章
弘

　
　
　
　
　
　
松
田
　
照
代

編
集
後
記

編
集
後
記

　
新
し
い
年
を
迎
え
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
は
こ
の
議
会
だ
よ
り

に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
編
集
委
員
も
皆
様
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
「
議
会
だ

よ
り
」
を
め
ざ
し
、
幾
度
と

な
く
会
を
か
さ
ね
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し

て
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員

会
と
も
共
有
し
な
が
ら
、
読

み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
、

町
民
の
こ
と
を
第
一
に
考
え

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
皆
様
と
共
に
考
え
意
見
を

伺
い
、
よ
り
一
層
読
ん
で
い

た
だ
け
る
「
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
ま
す
。（

依
岡
一
生
）

メ
ン
バ
ー
紹
介

　
ま
ず
は
メ
ン
バ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。
大
月
町

農
漁
村
女
性
改
善
グ
ル

ー
プ
は
、
柏
島
城
下
町

グ
ル
ー
プ
、
姫
ノ
井
女

性
改
善
グ
ル
ー
プ
、
亀

尾
は
ち
き
ん
グ
ル
ー
プ

で
結
成
し
て
い
ま
す
。

　
普
段
は
各
地
域
で
活

動
し
、
産
業
祭
の
時
は

伝
統
料
理
伝
承
の
た
め

に
集
ま
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
を
し
て
き
ま
し
た
。

重
い
空
気

　
毎
年
の
よ
う
に
産
業

祭
が
近
づ
く
と
、
何
か

重
い
空
気
に
包
ま
れ
大

変
で
し
た
。
そ
れ
は
、

料
理
の
提
案
か
ら
買
い
物
、

下
準
備
。
当
日
は
朝
２

〜
３
時
よ
り
調
理
。
本

番
開
始
と
同
時
に
お
客

様
に
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

な
ぜ
続
け
て

　
こ
ら
れ
た
の
か

　
で
も
、
楽
し
か
っ
た
。

山
と
海
の
食
の
違
い
に

び
っ
く
り
し
た
り
、
皆
と

わ
い
わ
い
何
を
作
る
か

話
し
合
い
な
が
ら
駆
け

抜
け
て
き
た
り
し
た
日
々

が
、
大
変
以
上
に
楽
し

さ
の
方
が
上
回
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。

今
年
で
最
後

　
最
後
の
伝
統
料
理
提

供
を
終
え
、
ほ
っ
と
し

た
よ
う
な
さ
み
し
い
よ

う
な
感
情
が
わ
い
て
き

ま
し
た
。

３０
年
間
本
当

に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

人
生
の
宝

　
私
た
ち
の
作
っ
た
料

理
に
行
列
が
で
き
、
一

口
食
べ
て
は
お
い
し
い

と
言
っ
て
く
れ
た
事
が

一
番
の
宝
で
す
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
出

会
え
て
よ
か
っ
た
。
人

生
に
お
い
て
の
宝
に
な

り
ま
し
た
。
終
了
し
て

も
年
に
一
度
は
会
い
ま

し
ょ
う
。
こ
の
絆
は
、

消
え
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
お
つ
か
れ
様

で
し
た
。

（
取
材
　
松
田 

照
代
）

大
月
町
農
漁
村
女
性
改
善

グ
ル
ー
プ
を
育
て
て
く
れ
た

産
業
祭

発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
0

T
E
L（
0
8
8
0
）
7
3.
1
6
8
2

印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

伝統料理  無料提供30年伝統料理  無料提供30年

大月町農漁村女性改善グループのみなさん

⑱
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